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第 1章 調査概要 

1.1 要請内容 

インドネシア国(以下「イ」国)において、2003年 8月に極めて病原性の高い｢高病原性鳥インフ

ルエンザ(HPAI)｣ウイルス(H5N1)の鶏への初回感染が確認された。同感染はその後急速に「イ」国

に広がり、全 33州のうち 29州、全 444郡のうち 213郡で発生がみられた。ヒトへの感染も確認さ

れ、2006年 10月 16日時点において、累計で患者数 72名、死者数 55名を数え、死者数ではベトナ

ム国の 42名を超えて世界最多となった。 

この様な危機的状況を打開するため、｢イ｣国政府は、2005年 12月に｢鳥インフルエンザ防圧とイ

ンフルエンザの流行を防御するための国家戦略計画(National Strategy Plan for Avian Influenza Control 

and Pandemic Influenza Preparedness 2006-2008、｢NSP｣と略す)を策定し、2006年 3月に国家対策委員

会(National Committee on Avian Influenza Control)を発足させ、HPAIの感染拡大防止を図るための対

策に取り組むことを決定した。 

農業省は、NSPを効果的に実施するために、2005年 12月に｢動物における HPAIの積極的制圧に

関する国家戦略作業計画(National Strategy Work Plan for the Progressive Control of Highly Pathogenic 

Avian Influenza in Animal, Avian Influenza Control Campaign 2006-2008、｢NSWP｣と略す)｣を策定した。

NSPでは、9つの柱からなるプロジェクトを実施すること決定しているが、このうち農業省が所掌

する｢防圧に係る機関とワクチン品質管理機能の強化｣については、インフラ整備の面からの対策で

あり、他ドナーからの国際的支援を受けることが困難な状況にあった。かかる中、｢イ｣国政府は、

中央及び地方の家畜疾病防疫行政を担う中核となる施設を対象に、無償資金協力を我が国に要請し

た。 

「イ」国から我が国は、本件の要請書を 2004年と 2006年に 2回受領している。第 1回要請書の

対象施設は、国立動物医薬品検査所(NVDAL)、家畜疾病診断センター(DIC)メダンとランプンの 3

施設の改修とこれらの施設への機材整備であった。第 2回要請書は、2005年に実施された基礎調査

及びプロジェクト形成短期専門家の指摘事項に基づき要請されている。その対象施設は、第 1回要

請書の 3施設に加えて、ジャワ島の新設 DIC(西ジャワ)を含めて 4施設が対象となっており、しか

も、NVDAL 及び新 DIC(西ジャワ)には BSL3 ラボを新設するというものであった。機材整備につ

いても 4施設を対象に要請されている。これらの内容をつぎの表 1-1 に示した。 

上記施設のうち、NVDAL、及びDICメダンとランプンの3施設については、1980年代に我が国の無

償資金協力及び技術協力により支援された経緯があり、要請のあった計画はこれら施設や人材を強

化するものである。 

本予備調査団が、｢イ｣国側に整備の優先順位を確認したところ、新設DICが第1優先、NVDALが

第2優先、DICメダンが第3優先、DICランプンが第4優先との説明であった。 

表1-1 要請書の履歴 

 第1回要請 第2回要請 
要請書日付 2004年9月 2006年2月 
要請概要 NVDAL、DICメダンとランプンの3施設へ

の施設改修等、及びこれら対象施設への機
材整備による機能強化。 

NVDAL、DICメダンとランプンの3施設
への施設の改修のほか、さらに西ジャワ
の新DICの建設、及びこれら対象施設へ
の機材整備による機能強化。 

要請金額 US$5,000,000–10,000,000(約6–12億円)＊ US$15,933,0556 (約19億円)＊
要請施設   
①NVDAL 既存施設の拡張として、検査室の建設 ワクチン検査棟(BSL3)の建設 
②DICメダン PCRラボの新設 既存施設の改修 
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既存施設の改修 
給水設備の改修 

給水設備の改修 
動物舎の新設 
車庫の新設 

③DICランプ
ン 

PCRラボの整備 
既存施設の改修 
給水設備の改修 
電気設備の改修 

ウイルスラボの新設 
給水設備の改修 
動物舎の新設 
車両の整備 

④新設DIC(西
ジャワ) 

－ 診断ラボの建設（BSL3ラボを含む） 
管理棟と車庫の建設 
動物実験室の建設 
職員宿舎の建設 

要請機材   

①NVDAL 鳥インフルエンザ(AI)ワクチン等検査のた
めのラボ機材 

BSL3ラボ機材 

②DICメダン 鳥インフルエンザの診断・サーベイランス
等のラボ機材 

家畜疾病の診断・サーベイランス等のラ
ボ機材 

③DICランプ
ン 

鳥インフルエンザの診断・サーベイランス
等のラボ機材 

家畜疾病の診断・サーベイランス等のラ
ボ機材 

④新設DIC(西
ジャワ) 

－ 家畜疾病の診断のための機材 

(*：為替換算レートは1USD=¥120として計算) 
 

1.2 調査目的 

本予備調査は、①｢イ｣国の家畜疾病対策の状況調査、②我が国の無償資金協力のスキームの説明、

③要請施設の現況調査、④要請内容の確認、⑤技術協力との連携の必要性の検討、及び⑥他ドナーの

支援状況等を調査し、本件の無償資金協力事業としての必要性、妥当性、緊急性を検討するとともに、

今後基本設計調査が実施される場合の内容、留意事項等を明確にすることを目的として実施した。 

 

1.3 調査団の構成 

本予備調査団の構成はつぎの表 1-2に示すとおりである。 

表 1-2 調査団の構成 

No 氏名 担当分野 所属 

1 稲葉 誠  総括 
JICA無償資金協力部  
管理・調整グループ長 

2 西藤 岳彦 技術参与Ⅰ(家畜疾病行政) 
独立行政法人農業・生物系特定産業技術研究機構
動物衛生研究所 

3 要田 正治 技術参与Ⅱ(家畜疾病防除) JICA国際協力専門員(家畜衛生・畜産開発) 

4 中村 博 計画管理 
JICA 無償資金協力部 
業務第三グループ農漁村開発チーム 

5 吉田 紀彦 機材計画Ⅰ／家畜疾病診断 社団法人 畜産技術協会 

6 松縄 孝太郎 機材計画Ⅱ／ワクチン品質
管理 

海外貨物検査株式会社（OMIC） 
コンサルタント部主任コンサルタント 

7 兎内 文男 施設計画 
海外貨物検査株式会社（OMIC） 
コンサルタント部主任コンサルタント 



3 

1.4 調査日程 

本予備調査団の調査日程はつぎの表 1-3のとおりである。 

表 1-3 調査団の調査日程 

      官団員  コンサルタント団員 
   総括 技術参与Ⅰ 技術参与Ⅱ 計画管理 機材計画Ⅰ 機材計画Ⅱ 施設計画 
# 年月日 曜 稲葉 誠 西藤岳彦 要田正治 中村 博 吉田紀彦 松縄孝太郎 兎内文男 

1 2006/9/17 日     成田 11:25→ｼﾞｬｶﾙﾀ 16:50 (JL725) 

2 2006/9/18 月  
  

 
10:00 JICA ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ事務所打合せ 
11:00日本大使館打合せ 
14:00農業省畜産総局(DGLS)表敬・打合せ

3 2006/9/19 火  
  

 
10:00 FAO表敬・打合せ 
14:00保健省表敬・打合せ 
16:00 WHO表敬・打合せ 

4 2006/9/20 水  
  

 
07:00 ｼﾞｬｶﾙﾀ→ｽﾊﾞﾝへ移動 
11:00新 DIC建設予定地視察 
ｼﾞｬｶﾙﾀ 18:50→ﾒﾀﾞﾝ 20:55 (GA196) 

5 2006/9/21 木     08:30  DICﾒﾀ゙ ﾝ表敬・打合せ､要請施設･機材等の調査 

6 2006/9/22 金     09:00  DICﾒﾀ゙ ﾝ打合せ､現有施設･機材等の調査 

7 2006/9/23 土     資料整理､団内打合せ 

8 2006/9/24 日  
  

 
ﾒﾀﾞﾝ 13:00→ｼﾞｬｶﾙﾀ 15:10 (GA189) 
ｼﾞｬｶﾙﾀ 17:20→ランプン 17:55 (SJ086) 

9 2006/9/25 月     08:40  DICランプン打合せ 

10 2006/9/26 火  
  

 
09:00  DICランプン表敬・打合せ､現有施設･機材等の調
査 
ランプン 18:20→ｼﾞｬｶﾙﾀ 19:05 (SJ087) 

11 2006/9/27 水     09:00 NVDAL表敬・打合せ 

12 2006/9/28 木  

  

 

09:00 BALITVET表敬・打合せ 
13:30農業省畜産総局打合せ 
兎内団員と村松団員はｼﾞｬｶﾙﾀ 18:00→ｼﾞｮｸﾞ
ｼﾞｬｶﾙﾀ 19:00(GA212)へ移動 

13 2006/9/29 金  

  

 
09:30 農業省畜産総局打合
せ 

09:00  DIC ｼ゙ ｮｸ゙
ｼ゙ ｬｶﾙﾀ打合せ 
ｼﾞｮｸﾞｼﾞｬｶﾙﾀ

18:00→ｼﾞｬｶﾙﾀ
19:00(GA215)

14 2006/9/30 土     資料整理 左に同じ 左に同じ 

15 2006/10/1 日 

成田 11:25→
ｼﾞｬｶﾙﾀ 16:50 
(JL725)､ 
団内打合せ 

 成田 11:25→ｼﾞｬｶﾙﾀ 16:50 
(JL725)､ 
団内打合せ 

団内打合せ 左に同じ 左に同じ 

16 2006/10/2 月 

10:00 JICA ｲ
ﾝﾄﾞﾈｼｱ事務

所打合せ 
11:00日本大
使館表敬・打

合せ 
14:00農業省
畜産総局表

敬・打合せ 

 総括に同じ 

17 2006/10/3 火 

09:00 
NVDAL 表

敬・打合せ 
14:30新 DIC
建設予定地

視察 

      



4 

18 2006/10/4 水 
09:00農業省
畜産総局ﾐﾆｯ

ﾂ協議 

成田 11:25→
ｼﾞｬｶﾙﾀ 16:50 
(JL725) 

  
 

  

19 2006/10/5 木 
09:00農業省畜産総局ﾐﾆｯﾂ協議 
14:00 ﾐﾆｯﾂ署名 

20 2006/10/6 金 
10:00 JICA ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ事務所報告 
11:00 HPAI国家対策委員会表敬・打合せ 
14:00日本大使館報告 

14:00日本大
使館報告 

14:00農業省畜産総局打合せ
17:00 JICA ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ事務所打
合せ 

   ｼﾞｬｶﾙﾀ 22:35→   ｼﾞｬｶﾙﾀ 22:35→  

21 2006/10/7 土 →成田 07:55(JL726)  →成田 07:55(JL726) 

(DGLS：畜産総局、BALITVET：家畜衛生研究所) 
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1.5 主要面談者 

 主要面談者リストはつぎの表 1-4のとおりである。 

表 1-4 要面談者リスト 

１．日本側関係者  
1)在日本大使館  
瀬尾 隆 一等書記官 
2)JICA インドネシア事務所  
 加藤 圭一 所長 
花里 信彦 次長 
山根 誠 所員 
２．インドネシア国側  
1)農業省畜産総局 Directorate General of Livestock Services, Ministry of 

Agriculture 
Ir. Mathur Riady, Ma Director General 
Ms. Elly Sudiana, DVM, MSc* Coordinator of AI Campaign Management Unit 
Mr. Mastur AR Noor, PUM, Ms* Vice Coordinator of AI Campaign Management Unit 
 下平 乙夫 Livestock Development Policy Adviser  
 * Counterpart for the Preliminary Study Team 
2)農業省家畜衛生局 Directorate of Animal Health, Ministry of Agriculture 

Dr. Bagoes Poermadjaja Head of Disease Surveillance Sub-Directorate 
3)国立動物医薬品検査所 3 National Veterinary Drug Assay Laboratory (NVDAL) 

Dr. Agus Heriyanto, M. Phil Director 
Dr. B. Shahroni Head of Expansion Animal 
Dr. Ida Lestani Viral Vaccine Assay Supervisor 
Dr. Liviek Indrayani Head of Program and Finance Subdivision 
4)家畜疾病診断センター、メダン Disease Investigation Center (DIC), Medan 

Dr. Herlin Diah Sumaryani, M.Si Director 
Dr. Ni Wayan Diah P. Microbiology and food safety 
Dr. Martdeliba Virology Staff 
Dr. Suhirajan Pathology 
Mr. Husni Electrician 
Mr. Ruslam Surengar Facility Maintenance 
5)家畜疾病診断センター、ランプン Disease Investigation Center (DIC), Lampung 

Dr. Soegarto Director 
Dr. Mardiatmi Veterinary Information Section 
6)家畜衛生研究所 Research Institute for Veterinary Science (Balitvet) 

Dr. Darminto Director 
Dr. Sri Muharisini Head of Research Collaboration and Dissemination 
Dr. Suson M.N. Huse Staff 
7)北スマトラ畜産局 DINAS, North Sumatora 

Jr.A.Rahim Siregar Director 
8)バンダルランプン畜産局 DINAS, Bandar Lampung 

Mr. Rustam Effendi Director 
Mr. Nurchamyo Saksono Staff 
9)家畜疾病診断センター、ジョグジャカル
タ 

Disease Investigation Center (DIC),Yogyakarta 

Dr. Sri Handayan Director 
Dr. Tribhankti Li Virology and Serology Section 
Dr. Hendraw Virology and Serology Section 
10)保健省人畜伝染病局 Department of Zoonosis, Ministry of Health 

Dr. Wilfreid H. Purba Head of Department of Zoonosis, CDC 
11)国連食糧農業機関(FAO) Food and Agriculture Organization of the United Nations 

Dr. James McGraine Team Leader, HPAI Control Indonesia 
Dr. Mary Young Technical Advisor, Regional Management Unit, Medan 
Dr. Larry J. Allen, DVM, PhD Senior Technical Coordinator, Avian Influenza 
12)世界保健機構(WHO) World Health Organization 

Dr. Graham Tallis Medical Epidemiologist, Avian Influenza Team 
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1.6 調査結果概要 

1.6.1 先方との協議結果 

「イ」国農業省畜産総局及びその他関係者と協議を行い、その結果を協議議事録に取りまとめ（添付

資料１）、以下のとおり署名交換をおこなった。 

(1)ミニッツ署名 

1)平成 18 年 10 月 5 日、14 時 00 分、農業省畜産総局にてミニッツ署名式開催 

2)先方、Director General 以下、20 名程が出席。当方、調査団、下平専門家及びインドネシア事務所

現地スタッフが出席 

3)署名者相手方は農業省畜産総局局長 Ir. Mathur RIADY, MA 氏 

 

(2)協議内容 

1)要請内容について 

各要請コンポーネントを整理した結果は以下のとおり。 

(メダン及びランプンの既存の地域診断センター（DIC）) 

OIEの協力により機材の供与がなされていることが判明したため、先方に要請機材の整理を依頼して、

機材の絞込みがなされた。 

 

(新設の DIC（Subang）） 

BSL３ラボがウイルスのシークエンスを行うに際して必要とされていたが、2007 年に Balitvet（家畜

衛生研究所）に設置予定の BSL３ラボで代替することが可能なことから、要請から削除した。 

 

(ワクチン品質管理センター（NVDAL）) 

現在のインドネシアは、①既に鳥インフルエンザウイルスが広範囲に渡って潜伏していること、②庭

先養鶏により飼育されている鶏の数が多いこと、③鳥インフルエンザが発見されたとしても殺処分に必

要な農家への保証金が用意できないこと等により、鳥インフルエンザ対策においては、ワクチン接種を

中心とした対応を採らざるを得ない。また、政府としてワクチン接種を普及させるにあたり、そのワク

チンの品質を担保することは家畜疾病防除行政上必要とされる行政機能であり、同国政府による鳥イン

フルエンザワクチンの品質管理の必要性は認められる。また、同品質管理において、検査対象のワクチ

ンを接種した鶏を鳥インフルエンザウイルスに感染させることにより、ワクチンの効力を検査する試験

（攻撃試験）を行う必要があるが、実験者及び周辺環境の安全を確保するため、同試験は物理的封じ込

めが確保された施設（BSL３施設）で行われる必要がある。よって、BSL３施設の増設が必要との説明

はある程度理解できる。 

しかし、同施設の維持管理については、以下の懸念が残る。 

① 高額の維持管理費用 

施設の維持管理に必要とされる費用：15億ルピア＝2,000万円 

ワクチン検定に必要な費用：17.5億ルピア＝2,300万円 

上記金額については先方政府が試算した数字（別添参照）を記載している。 

② 同施設を適切に維持管理及び使用するための技術、ソフト 

  これらの観点、特にラボの莫大な維持管理費を勘案するとワクチン攻撃試験やワクチンの品質保証
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を国際機関等権威ある試験研究機関に委託する方法もインドネシア側は検討する余地がある。 

 

前記懸念について、先方は継続的予算確保を示す「イ」国財務省からの文書を日本側に提出することを

表明している。 

 

2)基本設計調査の方向性 

NVDAL に対する BSL3 ラボ整備については、本計画から一旦切り離し、診断機能強化にかかわるメ

ダン及びランプンの既存の DIC の整備及びスバンの DIC 新設を先行させる形で協力を進める案を提示

し、理解を得た。 

NVDALについては、平成 18年 10月末に提出予定の、継続的維持管理費の予算確保を示す文書（財

務省の承認を求めている）を精査し、基本設計調査に含めるか否かを決める。 

NVDALにおける BSL３施設増設や診断センターの新設に関し、周辺環境に悪影響を与えない施設を

設計、建設することは基本設計において十分配慮しなければならない事項であり、また、適切な運営維

持管理については先方政府が責任を持って対処しなければならない。 

しかし、NVDALに BSL３施設を建設し、前述の攻撃試験を行うことについては、潜在的なリスクを

生じさせるものであるため、事業実施の条件として、建設される施設の内容や同施設により行なわれる

活動については、周辺住民に説明を行うことが求められる（ただし、同国法律上の規制は無い模様）。

よって、前述のとおり継続的維持管理費の予算確保を示す文書が先方から提出された後、速やかに、日

本側で協力コンポーネントを確定し、これを先方政府に通知する必要がある。さらに先方はこれに基づ

き、必要な住民への説明を行う必要がある。なお、先方政府には、かかる環境社会配慮上の対応が必要

となる場合もある旨説明し、理解を得ている。 

 

1.6.2 現地調査(踏査)結果 

(1)鳥インフルエンザの発生状況 

「イ」国において、2003 年 8 月に極めて病原性の高い｢高病原性鳥インフルエンザ(HPAI)｣ウイル

ス(H5N1)の鶏への初回感染が確認された。HPAIと確認されたのは 2004年 1月であり、その間に全国

的に蔓延した。その結果、淘汰1(殺処分)によるHPAIの清浄化は困難となり、2004年 3月よりワクチ

ン接種と選択的淘汰2による清浄化対策が開始された。 

これらの対策により大規模養鶏農家(セクター1)、中規模養鶏農家(セクター2)における発生は減少

し、死亡・淘汰羽数は 2004 年 4 月以降激減している。しかし、発生件数としては、その後も小規模

養鶏農家(セクター3、4)を中心に発生が確認されており、HPAI の発生件数自体は変化していない。

HPAIの検査体制の強化により、セクター3と 4の年間の発生確認件数は 2003年：60件、2004年：109

件、2005年：87件、2006年：106件(8月まで)程度で推移している。 

現在までに、｢イ｣国の全 33州のうち 29州、全 444郡のうち 213郡で HPAIの発生がみられ、死亡

淘汰羽数は 2006年 8月 30日時点で、総計 11,566,932羽となっている。 

 

(2)鳥インフルエンザ防圧国家戦略(NSP) 

｢イ｣国政府は、2005年 12月に｢鳥インフルエンザ防圧とインフルエンザの流行を防御するための国
 

1 発生鶏群とその半径 1km以内のすべての家禽を殺処分すること。 
2 AIと診断された農場のすべての家禽を殺処分すること。 
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家戦略計画(NSP｣)を策定した。NSPは、第 1部｢方針｣、第 2部｢鳥インフルエンザ防圧の国家戦略｣、

第 3部｢ヒトインフルエンザ防御国家戦略｣、第 4部｢組織｣、第 5部｢結び｣の 5部から構成されている。 

NSPの策定とともに、2006年 3月に国家対策委員会(National Committee on Avian Influenza Control)

を発足させ、これに基づいて国家的な観点から HPAI の感染拡大防止とウイルスの変異による、ヒト

への感染阻止を図るための対策を農業省、保健省等との関係機関が連携して取り組むことを決定した。 

NSPを効果的に実施するために、農業省は、2005年 12月に｢動物における HPAIの積極的制圧に関

する国家戦略作業計画(NSWP)｣を策定した。この中で農業省は、9つのエレメントからなるプロジェ

クトを実施することを決定しており、その内容をつぎの表 1-5に示した。 

表 1-5 HPAI の積極的制圧に関する国家戦略作業計画のプロジェクト 

番号 プロジェクトのタイトル 概要 
1 Campaign Management HPAI防圧のための組織体制の再構築 
2 Enhancement of HPAI control in 

Animals 
ワクチン接種と発生地域における選択的淘汰対策の強化 

3 Surveillance and Epidemiology 積極的なサーベイランス及びワクチン接種後のモニタリング
の実施 

4 Laboratory Services 防圧に係る機関(DIC)の診断強化、及びワクチン品質管理機
能強化 

5 National Animal Quarantine 
Services 

国際及び国内の鶏移動に係る防疫体制の強化 

6 Legislation and Enforcement 防圧に必要な法律、規制の強化と実施(報告の義務、罰則規定
の追加等) 

7 Communications HPAIに係る国民に対する啓発活動及び情報提供体制の整備 
8 Research and Development 関連研究及び技術開発能力の向上(診断技術、ワクチン製造技

術等) 
9 Industry Restructuring 養鶏産業の構造の再構築の検討 

(出所：National Strategic Work Plan for the Progressive Control of Highly Pathogenic Avian Influenza in Animals, 
Avian Influenza Control Campaign 2006-2008, Ministry of Agriculture, Indonesia, December 2005) 
 

(3)NSP と本件の位置付け 

  この NSPの実施については、総額 9億ドルの経費が必要と見積もられているが、｢イ｣国独自では年

間 5,000 万ドル程度しか手当てできないことから、2006 年 1 月に中国の北京で開催された｢鳥インフ

ルエンザ対策資金調達国際会議｣において、｢イ｣国政府から各ドナー国に対して、支援が要請された。 

  NSPの円滑な実施、及びその他の重篤感染症の蔓延、人への感染を阻止するために、我が国に対し

て、①地域における HPAI の診断を担う家畜疾病診断センター(DIC)のうちメダンとランプンの 2 ヶ

所の機能強化、②HPAI の発生の多い西ジャワの新 DIC の新設、③動物医薬品の品質管理を担う国立

動物医薬品検査所(NVDAL)の HPAIワクチン品質検査機能強化に必要な施設・機材整備に対する援助

が要請された。 

したがって、本要請案件は、NSPの 9つのプロジェクトからなる対策のうち、「防圧に係る機関(DIC)

の診断機能強化、及びワクチン品質管理機能強化」に直接に裨益する。 

 
(4)HPAI 対策の概要 

1)清浄化対策 

｢イ｣国の HPAI清浄化対策は、疾病診断のサーベイランスとワクチン接種の 2つが基本である。そ

れを踏まえた感染鶏の選択的淘汰が主要な対策であり、そのほかに HPAI に対する国民への啓発や島

間の移動に際しての検疫も重要な対策となっている。  

2)サーベイランス 
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サーベイランスはアクティブとパッシブの 2種類に分かれる。アクティブサーベイランスは、さら

に①人感染例発生時の対応、②異常鶏(死亡、衰弱鶏)の所在情報に基づく早期摘発立入検査、③全国

レベルの定期的な立入検査に分けられる。 

「①」については、2006年 5月の北スマトラのクラスター発生時に実施したような、DICや家畜衛

生研究所(Research Institute for Veterinary Science)等から構成されるチームを派遣して、近隣の鶏(豚等

も含む)のサンプル採取と検査、疫学調査等である。 

「②」については、地区疾病防疫センター(LDCC)が中心となって、セクター4 の農民を対象に実

施している。LDCCには、PDSと PDRの獣医からなる 2種類のチーム(1チーム当り 2～3名)が設置

されて、アクティブサーベイランスを実施している。 
PDS PDSは Participatory Disease Surveillanceの略 
 PDSの業務はつぎのとおり。 

1)その地域の大量斃死、衰弱等の異常鶏の発生、所在情報の収集、中央への報告。 
2)迅速診断キットによる異常鶏のスワブサンプルの検査。 
3)疑わしい症例のサンプルの DIC への送付による診断の依頼。迅速診断キットの判定に
より、陰性であってもサンプルを DICに送付して最終診断を実施する。 

PDR PDRは Participatory Disease Responseの略 
 PDRの業務はつぎのとおり。 

発生(陽性鶏)が確認された地域の畜産局(DINAS)と協力して、その限定地域を対象とし
て、HPAI 防疫対策(選択時淘汰、消毒、ワクチン接種の強化等)を実施して、蔓延を防止
する役割を果たしている。 

｢③｣については、DIC 主体となって実施する検査である。計画では、｢イ｣国の全ての郡(444 郡)に

対して、年間 1郡あたり、任意に地域を選定して 2回検査に入り、その地域に飼養されている鶏のサ

ンプルを採取して、抗体検査やウイルス分離等を行う。サンプル数は、飼養羽数に応じて、一定の割

合で抽出検査を行うことになっているが、飼養羽数が多いところでは、計画通りに実施できていない

のが現状である。 

パッシブサーベイランスは、鶏の島嶼間移動に係る検疫施設で必要となる検査、及び LDCC から、

不定期に持ち込まれるサンプル依頼により実施する検査である。 

DICは、疾病診断のサーベイランスやモニタリングの実施機関である。｢イ｣国をメダン、ランプン

等の 9つの地域に区分し、そのうち既存の DICは 7ヶ所の地域に設置されている。NSPによると、今

後 2 ヶ所の DIC の設置が計画されている。既存の DIC と今後の設置計画について、その内訳をつぎ

の表 1-6示した。 

表 1-6 既存 DIC と新設 DIC の内訳 

Region Name of Region 地域名 所在地 備考 
1 Medan メダン スマトラ島 既存施設 
2 Bukittinggi ブキティンギ スマトラ島 既存施設 
3 Bandar Lampung バンダルランプン スマトラ島 既存施設 
4 Yogyakarta ジョグジャカルタ ジャワ島 既存施設 
5 Banjarbaru バンジャルバル カリマンタン島 既存施設 
6 Denpasar デンパサール バリ島 既存施設 
7 Maros マロス スラウェシ島 既存施設 
8 Jayapura ジャヤプラ パプア島 計画 
9 Subang (West Java) スバン ジャワ島 計画。Subang は Bundung

の近郊に位置している。 
(出所：National Strategic Work Plan for the Progressive Control of Highly Pathogenic Avian Influenza in 

Animals, Ministry of Agriculture, Indonesia, December 2005) 
 

DICによる定期的なサーベイランス、HPAI発生地域のモニタリングが実施されているが、1ヵ所の
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DICが所管する範囲が広く、また、機材の老朽化や人材不足等の問題があり、DICにおける疾病診断

能力が低く、実際の診断実施件数は少ないのが現状である。 

 

3)ワクチン接種 

2003年 8月に HPAIウイルス(H5N1)の鶏への初回感染が発生した。HPAIと確認されたのは同年 12

月であった。HPAI初発時に、HPAIとして確認されるまでに時間を要した結果、HPAIによる感染が｢イ｣

国の広域に蔓延したこと、また、大規模養鶏農家では自主的なワクチン接種が既に行われていたこと

等から、｢イ｣国ではワクチン接種による清浄化対策を採用した経緯がある。 
接種対象 セクター1と 2では、ブロイラーの飼養期間(約 1ヶ月)は短いので、ワクチンは

未接種であり、採卵鶏では大規模養鶏農家では経費を自己負担で接種している。
 セクター4 に対しては、｢イ｣国が無償で提供しているが、このセクター4 の飼養

形態が庭先養鶏である点やワクチン接種を担当する技術者の不足等から、悉皆接
種は難しく、接種率は低いのが実態である。 

 ワクチン接種率は、全ての鶏の 3割程度、セクター4に限定すると 7割程度と推
定されている。 

 ワクチン未接種について、罰則規定はない。 
接種プログラム ワクチン接種プログラムは、産卵鶏では、基礎免疫後 3～4 ヶ月間隔での 2 回接

種が推奨されている。 
 実際は、ワクチン接種 1回程度となっているのが実態である。 
 ワクチンの種類に応じたプログラムの有効性が未確認であり、オランダの支援に

より、スカブミ地域で 4つの地域を選定して野外試験を行い、有効なワクチンプ
ログラムを模索しているところである。 

 ワクチン接種済み鶏の区別が現場でつかないため、複数回のワクチン接種が実質
的に困難な状況にある。 

ワクチン製造 ワクチンは国産 2社、輸入 7社の製品が使われており、その内訳はつぎのとおり。
(出所：Current Status of Avian Influenza and Control Programme in Indonesia, DGLS, 
Ministry of Agriculture, 2006) 

 1. Vaksiflu (H5N1 Subtype), Vakisindo Satwa Nusantara, インドネシア
 2. Medivac AI (H5N1 subtype), Medion Farma Jaya, インドネシア
 3. Optimune AI KV (H5N2 subtype), Biomune de Mexico, SA de CV, メキシコ
 4. AI Killed Virus Vaccine (H5N2 subtype), Laboratorium Avi-Mex, SA de CV, メキシ

コ
 5. Volvac AI (H5N2 subtype), Boehringer Ingelheim Vetmedica, SA de CV, メキシコ
 6. Inactivated AI VAC Oil Emulsion (H5N2 subtype), Qilu Animal Health Products 

Factory, 中国
 7. Nobilis Influenza H5 (H5N2 subtype), Intervet International BV, Mexico 
 8. Gallimune Flu H5N9, Merial, イタリア
 9. Inactivated Vaccine of Avian Influenza (H5N2), Qian Yuan Hao Biomedical Co.,Ltd. 

  中国
 ワクチン接種に使用しているワクチンは、セクター1 と 2、（3）では輸入品、セ

クター（3），4では国産品が使用されている。 
 国産品はワクチン製造用株として、H5N1 株が使用されていたため、モニタリン

グの際に「抗体価の上昇」が自然感染、あるいはワクチン接種によるものか判別
不可能であり、モニタリングの精度が低くなり問題があったが、2006年 6月にワ
クチン製造用株は H5N2株に変更された。 

ワクチンの品質
管理 

国立動物医薬品検査所(NVDAL)が、輸入と国内産ワクチンの認可の段階で「安
全性」、「有効性」に係る試験を行っている。認可の段階は 1ロットのみ検査対象
としている。 

 NVDAL において、①不活化確認試験、②安全確認試験、③効果確認試験が実施
されているが、これらの試験は初回の認可時のみの実施に留っている。また、ワ
クチンの効果確認試験では、抗体価の上昇の確認だけが実施されている。 

 ワクチンの効果確認試験に必須である攻撃試験は、NVDAL に必要な施設(BLS3
ラボ)が整備されていないため、実施されていないという問題がある。 

 ワクチンの認可後のフォローとして、NVDAL の業務にモニタリングやサンプリ
ング検査があるが、施設が不十分なため適切に実施されていない。 
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4)選択的淘汰による清浄化 

HPAIの発生が確認された地域では、その発生地点から半径 1km以内に飼養されている家禽に対し

て、淘汰(セクター1と 2は除く)、または限定的な淘汰(選択的淘汰)による清浄化を図ることされて

いる。しかしながら、選択的淘汰の際の補償金額が少ないために、必ずしも確実な実施がなされず、

感染の疑われる鶏が他の地域に移動している例もある。 

淘汰措置に対する｢イ｣国の養鶏農家への補償金額は、2006年より以前は 1羽 2,000～5,000ルピア(24

～60円)であった。現在は、1羽つき 10,000ルピア(120円)であるのに対して鶏の実勢価格は, 15,000

～20,000 ルピアと補償が不十分であるので、農家は選択的淘汰には非協力的であるのが実態である。

(為替換算レートは 10,000ルピア=¥120として計算) 

また、家畜衛生に関する法律はあるものの罰則が規定されていないので、HPAI の感染が疑われる

鶏が他の地域へ販売されたりしている例が多いと推察される。 

淘汰による清浄化については、セクター1 と 2 では、｢イ｣国が関与していないが、セクター3 と 4

については、陽性例が確認された場合には実施されている。その際、過去の感染が確認されワクチン

接種が進んでいるところでは、選択的淘汰を行い、初めての発生地域にあっては、域内の飼養鶏の全

羽淘汰を実施することとしている。 

 

(5)国立動物医薬品検査所(NVDAL) 

農業省畜産総局に所属する。西ジャワのボゴール県の Gunungsindur に位置する。1985 年に我が国

の無償資金協力により、施設の建設とワクチン品質管理等の検査機材も整備され、技術協力も実施さ

れた。｢イ｣国おける動物医薬品の品質管理を所管する唯一の組織である。主な業務は、動物医薬品の

品質の製造、輸入承認前の品質検査、品質検査証明書の発行、動物医薬品の製造業者・輸入業者・販

売業者等に対して、動物医薬品の品質検査を行うサーベイランスとモニタリング検査(NVDAL職員に

よる立入り採取した動物医薬品、あるいは地方の薬事監視員の採取)、新動物医薬品等の検査技術の

開発等に係る調査・研究、実験動物の飼育管理と飼料の製造、アセアン諸国等への医薬品の品質管理

システムと技術移転である。動物医薬品施設は全般的によく維持管理されている。 

 

(6)家畜疾病診断センター(DIC)、メダン 

  農業省畜産総局に所属する。7ヶ所ある DICのうちの 1ヵ所で、スマトラ島の北部のメダン市内に

位置する。1980年代に我が国の無償資金協力により施設の建設と疾病診断等の機材が整備され、技術

協力も実施された。主な業務は、家畜疾病の診断、サーベイランス、ワクチン投与後の家畜のモニタ

リング等で 2 州と 49県を管轄する。職員数は獣医 11 名を含み、計 66名である。検査室はウイルス

検査室、病理検査室、細菌検査室、生化学検査室など 7室ある。 

建物は約 30年以上が経過しているものの、本館や解剖室棟などには、亀裂等の損傷は見られない。

空調設備は耐久年数を超えており、稼動していない。 

診断機器は、パラフィンオーブンや生物顕微鏡等、20 年以上使用している機齢の高いものもあり、

老朽化が著しく機能も低下しており、使用の限界に達しているものが見受けられた。 

 

(7)家畜疾病診断センター(DIC)、ランプン 

農業省畜産総局に所属する。7ヶ所ある DICのうちの 1ヵ所で、スマトラ島の南部のランプン市内
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に位置する。1980 年代に我が国の無償資金協力により、施設の建設と疾病診断等の機材が整備され、

技術協力も実施された。主な業務は、DICメダンと同様に家畜疾病の診断、サーベイランス、ワクチ

ン投与後の家畜のモニタリング等で 4州と 40県を管轄する。職員数は獣医 14名を含み、計 63名で

ある。検査室はウイルス検査室、病理検査室、細菌検査室など 6室ある。 

建物は約 30年以上が経過しているものの、本館や解剖室棟などには、亀裂等の損傷は見られない。

発電機は稼動しているものの、発電電圧が不安定である。空調設備は耐久年数を超えており、稼動し

ていない。 

診断機器は、インキュベーターや顕微鏡等、20年以上使用している機齢の高いものもあり、老朽化

が著しく機能も低下しており、使用の限界に達しているものが見受けられた。 

 

(8)新設 DIC(西ジャワ) 

2ヶ所の計画予定である DICのうちの 1ヵ所。第 2回要請書では、予定地としてジャカル郊外のベ

カシ(Bekasi)であった。本予備調査団の調査により、バンドンの近くのスバン(Subang)が建設候補地

であることが分かった。土地所有者は農業省で、新設 DICの建設敷地として、土地使用の了解が得ら

れている。敷地規模は 4.7ha で、ほぼ平坦地である。インフラ整備状況として、引き込み可能な送電

線があり、敷地内に既存の深井戸とポンプ設備があり、水の利用は可能である。 

 
(9)家畜疾病診断センター(DIC)、ジョグジャカルタ 

  農業省畜産総局に所属する。7 ヶ所ある DIC のうちの 1 ヵ所で、ジャワ島のジョグジャカルタ
市近郊に位置する。主な業務は、DIC メダンと同様に家畜疾病の診断、サーベイランス、ワクチン

投与後の家畜のモニタリング等で 6 州と 107 県を管轄し、管内の家畜使用等羽数は、今回調査した

DIC の中で最も多い。職員数は獣医 18 名を含み、計 73 名である。検査室はウイルス検査室、病理

検査室、疫学検査室など 7室ある。 

 
1.6.3 結論要約 

(1)本件は基本設計調査実施の方向で検討を進める。 

(2) NVDAL への協力については先方提示予定の維持管理費の継続的予算確保を示す文書や、環境社会

配慮上必要な対応策の実施状況、必要となる技術移転の計画および同計画の実行可能性の検証等に関し、

引き続き慎重な分析が求められる。そのため、NVDAL への協力については先方提示予定の維持管理費

の継続的予算確保を示す文書を精査した上で再検討する。 

(3)なお、NVDALへの協力を行う場合には、BSL３施設を建設すること、及び同施設で行なう活動内容

につき、周辺住民に説明する必要が生じる。また、新設 DICの協力を行う場合にも、周辺住民に事業内

容につき説明することが望ましい旨、先方政府に説明する。このため、協力コンポーネント確定後、環

境社会配慮審査室と再協議する予定。 

(4)NVDAL を切り離す形で、診断機能強化にかかわるメダン及びランプンの既存の DIC の整備及び西

ジャワ DICの新設を先行させる協力の進め方を検討する。 

(5)新設の DIC の協力は可能と考えられるものの、本件の緊急性にも鑑み、機材案件としての整理の仕

方も視野に入れる。 

(6)鳥インフルエンザ対策には、継続的対応が求められるところ、本件としても、コンポーネントをフ

ェーズ分けする等により、「息の長い協力」の方策も探る。 
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